
 

 

○札幌市立高等学校通学区域規則 

平成12年８月16日教育委員会規則第17号 

[最新改正]平成19年６月26日教育委員会規則第９号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、札幌市立の高等学校（以下「市立高等学校」という。）の通学区域に関し必

要な事項を定めるものとする。 

（通学区域） 

第２条 市立高等学校の全日制の課程への就学（転学若しくは編入学又は転籍若しくは転科による

場合を含む。以下同じ。）に係る通学区域は、札幌市内全域とする。 

２ 市立高等学校の定時制の課程への就学に係る通学区域は、北海道内全域とする。 

（就学の規制） 

第３条 市立高等学校の全日制の課程へ就学しようとする者は、その保護者（市立高等学校へ就学

しようとする者に対して親権を行う者をいう。ただし、親権を行う者のないときは、未成年後見

人をいう。以下同じ。）の住所が札幌市内に存する場合に就学することができる。 

２ 市立高等学校の定時制の課程へ就学しようとする者は、その保護者の住所が北海道内に存する

場合に就学することができる。 

第４条 毎学年の初めにおける第１学年の入学の場合において、市立高等学校の全日制の課程へ就

学しようとする者は、前条第１項の規定にかかわらず、北海道内にその保護者の住所が存すると

きには、札幌市立高等学校学則（昭和32年教育委員会規則第１号）別表の規定による第１学年の

生徒定員に、それぞれ100分の20を乗じて得た数の範囲内で就学することができる。 

第５条 市立高等学校の生徒の保護者の住所に変更があった場合においては、当該生徒が現に就学

している市立高等学校に引き続き就学することができる。 

（委任） 

第６条 この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。 

附 則 

この規則は、平成13年４月１日から施行し、同日以後に高等学校の第１学年に入学する者に係る

就学について適用する。 

附 則（平成13年（教）規則第４号）～附 則（平成19年（教）規則第９号） 

省略 


